




































































































































































































年齢（歳）±SD 身長（cm）±SD 体重（kg）±SD BMI±SD
高度拘縮あり群
n=6 89.0±5.8 150.3±11.7 43.7±7.0 19.3±1.8
軽度拘縮あり群
n=4 82.0±3.2 148.5±12.2 35.3±5.7 16.0±1.5
拘縮なし群





















































n=6 17.1±2.6 27.8±4.4 27.8±4.3 29.0±5.0
軽度拘縮あり群
n=4 17.6±2.9 23.5±4.8 22.7±5.2 26.2±6.8
拘縮なし群






n=6 21.3±3.4 27.1±5.8 27.1±4.8 29.2±4.6
軽度拘縮あり群
n=4 21.1±4.7 24.5±4.6 25.3±4.5 24.8±5.7
拘縮なし群











n=6 79.3±27.3 33.0±8.6 36.4±13.0 26.6±5.0
軽度拘縮あり群
n=4 47.0±9.2 22.4±2.9 22.5±1.3 18.9±4.4
拘縮なし群






n=6 53.2±19.7 31.6±9.0 27.8±8.8 28.3±5.7
軽度拘縮あり群
n=4 36.9±15.2 23.7±7.4 18.6±3.7 20.3±2.1
拘縮なし群










































n=6 31.60±13.05 18.85±5.59 20.63±7.44 17.63±3.51
軽度拘縮あり群
n=4 23.19±3.63 14.86±2.46 14.49±2.46 14.02±4.91
拘縮なし群






n=6 26.02±10.31 19.61±6.31 17.16±5.25 18.86±3.25
軽度拘縮あり群
n=4 21.89±9.41 16.38±4.72 13.10±1.51 14.37±3.35
拘縮なし群
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り群の体圧分散指標は拘縮なし群に比べて有意に
高かった．また，高度拘縮なし群と軽度拘縮なし
群を比較しても，仰臥位では高度拘縮あり群の方
が高い傾向が認められた．これは，高度拘縮あり
群の被験者は，他の群に比べて体圧のかかり方が
均一でないため，体圧が集中する部分が存在し，
褥瘡発生のリスクが高くなることを示している．
高度拘縮あり群の体圧分散指標が大きくなった
理由として，膝関節や股関節の屈曲により，仰臥
位になった場合に下半身が宙に浮いた状態になり，
上半身で身体を支えるような状態になってしまう
ことが挙げられる．久野ら3）は，関節拘縮のある
患者6名と関節拘縮のない患者3名を対象に体圧
分散について評価したところ，関節拘縮のある患
者の体支持面積は関節拘縮のない患者と比較して
狭かったと述べている．このことからも，関節拘
縮のある患者の体支持面積が狭くなることが，大
きく影響していると考えられた．更に，膝関節や
股関節が屈曲することで身体のバランスが取れず，
左右どちらかに片寄ることで圧迫部位が限定され，
結果として体圧が一部分に集中したのではないか
と推測される．瀧ら2）も，股関節の屈曲角度増加
に伴い，腰椎後彎・骨盤が後傾し仙骨部指示が強
くなると述べており，そのため，高度拘縮あり群
では膝関節や股関節の屈曲が強く，最高体圧が高
くなったと考えられる．
2．膝関節拘縮を有する患者の最高体圧と最高体
圧部位
高度拘縮あり群では，ウレタンマットレスと汎
用型エアーマットレスを使用しても，褥瘡発生危
険圧である32mmHgよりも最高体圧が高くなっ
ていた．表5に示すように，個々の患者の最高体
圧を見ても，高度拘縮あり群の被験者では，体圧
分散マットレスを使用しても除圧できていないケー
スが多く見られた．関節拘縮を有する患者は，軟
部組織や筋肉の減少に加えて関節が屈曲すること
で骨突出がさらに著明となり，体圧分散マットレ
スを使用しても体圧分散効果が得られなかったと
考えられる．大浦4）も，体圧分散効果が高いマッ
トレスでも，病的骨突出のある患者は褥瘡発生の
危険性が若干あることを示唆している．従って，
本研究でも，強い関節拘縮を有する患者では，体
圧分散マットレスを使用しても，除圧できない場
合があることが明らかとなった．
また，仰臥位において最高体圧を示した部位を
見てみると，高度拘縮あり群では，後腸骨部が多
かった．後腸骨部は，解剖学的骨突出部とは異な
るため，一般的には褥瘡の好発部位と考えられて
はいない．しかし，軽度拘縮あり群や拘縮なし群
では，褥瘡の好発部位である仙骨部が多かった．
膝関節や股関節が強く屈曲すると，関節を支持す
る軟部組織や筋肉が減少している上に，関節が屈
曲する方向に筋肉が伸展するため骨突出が著明に
なることが考えられ、更に左右のバランスが取り
にくく，不安定になることから，このような結果
になったと推測される．よって，膝関節の強い屈
曲拘縮を有する患者には，一般に褥瘡好発部位と
言われている部位以外にも注目する必要があるこ
とがわかった．
近年では，簡易式体圧測定器なども臨床の場に
普及してきている．膝関節の強い屈曲拘縮を有す
る患者には，褥瘡の好発部位である仙骨部や大転
子部はもちろん，後腸骨部の体圧も測定しながら，
体圧がより分散されるようなポジショニングを検
討する必要があると考えられる．
結 論
膝関節に強い屈曲拘縮を有する患者は，拘縮の
ない患者と比べて体圧が十分に分散されていなかっ
た．また，高度拘縮あり群では最高体圧部位は後
腸骨部に多かった．この理由として，上半身で身
体を支持していること，膝関節や股関節の屈曲拘
縮によって身体のバランスが不安定になり，左右
どちらかに片寄ることで圧迫部位が限定されるこ
とが推測された．さらに，高度拘縮あり群には，
体圧分散マットレスを使用しても除圧できないケー
スが存在した．よって，膝関節に強い屈曲拘縮を
有する患者には，体圧分散マットレスを使用する
だけではなく，実際に体圧を測定しながら，体圧
がより分散されるような体位を検討していく必要
があると示唆された．
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Bodypressuredispersionofbedriddenelderlypeople
witharthrogryposis
YukikoJIKEI1,TomomiYASUDA1,ShinobuYOSHII1
YukariSAKASO2,AyakoSHIBATA3
1SchoolofNursing,UniversityofToyama
2KanazawaUniversityHospital
3SECOM medicalsystemtemporarynursingathomestationCo.,Ltd.
Abstract
Thepurposewastoclarifyarelationshipbetweenmaximumbodysurfacepressureand
arthrogryposis,andanareawhereshowedmaximumbodysurfacepressure.Threegroups
werecompared,sixpeoplewithhardarthrogryposis(GroupⅠ),fourpeoplewithslight
arthrogryposis(GroupⅡ),andeightpeoplewithoutarthrogryposis(GroupⅢ).Thebody
pressuredispersionindexwascalculated.Theformulawasasfolow.Index=(maximum
bodysurfacepressure)/(weight/thebodysupportingarea).Thisindeximplicateda
disproportionofbodysurfacepressure.Asaresult,theGroupⅠ showedsignificantly
higherindexthantheothergroupsusingtwo-wayANOVA.Inaddition,thepartwhere
surfacepressurewasthehighestwastheposterioriliacarea.Wemeasuredthebodysurface
pressurebysomebodypressuredispersionmattresses.However,thebodysurfacepressure
wasnotrelievedevenifweusedbodypressuredispersionmattressesinGroupⅠ.We
supposedtheseresultswerecausedbyinstabilityofthephysicalbalanceandprominence
ofthebonebyarthrogryposis.Topreventpressureulcersinpeoplewithhardarthrogryposi-s,
itisimportanttomeasurethebodysurfacepressureinthebone-protrudingareaand
examinethebestbodypositiontodispersedsurfacepressure.
Keywords
pressureulcer,arthrogryposis,bodypressuredispersionmattress,bodyposition
